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１ 

 

 
 
 

Ｂ
Ｗ
Ｒ
型
原
発
の
水
素
爆
発
対
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
（
一
Ｆ
）
と
同
型
の
沸
騰
水
型
軽
水
炉
の
原
発

（
以
後
、
Ｂ
Ｗ
Ｒ
型
原
発
）
の
、
い
わ
ゆ
る
原
子
炉
等
規
制
法
に
基
づ
く
適
合
性
審
査
を
進
め
て
き
て
い
る
。
そ
し
て
、
二
〇

一
七
年
十
二
月
に
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
六
、
七
号
機
（
東
京
電
力
）
の
設
置
変
更
申
請
を
許
可
し
た
の
を
は
じ
め
、
二
〇

一
八
年
九
月
に
東
海
第
二
発
電
所
（
日
本
原
子
力
発
電
株
式
会
社
）
、
二
〇
二
〇
年
二
月
に
女
川
原
子
力
発
電
所
二
号
機
（
東

北
電
力
株
式
会
社
）
、
二
〇
二
一
年
九
月
に
島
根
原
子
力
発
電
所
二
号
機
（
中
国
電
力
株
式
会
社
）
の
申
請
を
許
可
し
た
。 

 

し
か
し
、
Ｂ
Ｗ
Ｒ
型
原
発
の
水
素
爆
発
対
策
は
不
十
分
で
あ
る
と
の
懸
念
が
専
門
家
や
地
域
住
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
二
〇
二
二
年
三
月
十
五
日
に
原
子
力
規
制
庁
か
ら
の
聴
き
取
り
（
以
後
、
聴
き
取
り
）
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
事
後
回

答
を
含
め
て
重
要
な
事
項
が
明
ら
か
に
な
っ
た
た
め
、
以
下
、
そ
の
確
認
を
含
め
て
質
問
す
る
。 

一 

水
素
爆
発
対
策
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
認
識 

 
 

一
Ｆ
事
故
で
は
、
一
号
機
、
三
号
機
、
四
号
機
で
水
素
爆
発
が
発
生
し
た
と
さ
れ
る
。
原
子
炉
建
屋
は
爆
発
で
吹
き
飛
ん

だ
た
め
、
汚
染
を
封
じ
込
め
る
機
能
を
喪
失
し
て
原
発
敷
地
内
外
に
汚
染
を
拡
散
さ
せ
た
だ
け
で
な
く
、
建
屋
内
外
に
お
け

る
事
故
処
理
、
さ
ら
に
は
事
故
検
証
さ
え
も
著
し
く
困
難
に
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
適
合
性
審
査
で
水
素
爆
発
防
止
策



 

２ 

 

を
確
認
す
る
重
要
性
は
極
め
て
高
い
と
認
識
し
て
い
る
。
政
府
と
し
て
の
認
識
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

二 
水
素
爆
発
が
起
き
た
位
置
に
つ
い
て
の
検
証 

 
 

聴
き
取
り
で
、
「
一
Ｆ
事
故
に
係
る
三
、
四
号
機
の
水
素
挙
動
の
解
析
を
行
い
、
再
現
性
を
確
認
し
て
い
る
の
か
。
確
認

し
て
い
る
場
合
、
そ
れ
に
関
す
る
資
料
を
教
え
て
ほ
し
い
」
旨
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
手
元
に
資
料
が
な
い
と
し
て
、
後
日
、

原
子
力
規
制
庁
の
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
対
策
室
か
ら
次
の
よ
う
な
文
書
回
答
が
届
い
た
。 

 
 

「
東
京
電
力
に
て
実
施
し
て
い
る
水
素
挙
動
解
析
は
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
一
号
機
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
三
、
四

号
機
に
関
す
る
解
析
は
実
施
し
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
」 

 

１ 

こ
の
回
答
に
間
違
い
は
な
い
か
。 

 

２ 

原
子
力
規
制
庁
の
文
書
回
答
は
さ
ら
に
、
「
一
号
機
の
水
素
挙
動
解
析
に
つ
い
て
は
『
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
一
～

三
号
機
の
炉
心
・
格
納
容
器
の
状
態
の
推
定
と
未
解
明
問
題
に
関
す
る
検
討
第
五
回
進
捗
報
告
』
（
平
成
二
十
九
年
十
二

月
二
十
五
日
、
東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
）
の
添
付
一

十
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
」
と
し
て
、
東
京
電
力

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
一
号
機
原
子
炉
建
屋
で
発
生
し
た
水
素
爆
発
の
解
析
」
を
示
し
た
。 

 
 

ア 

こ
の
水
素
爆
発
の
解
析
は
、
新
潟
県
が
設
置
し
た
「
新
潟
県
原
子
力
発
電
所
の
安
全
管
理
に
関
す
る
技
術
委
員
会
」



 

３ 

 

（
以
後
、
技
術
委
員
会
）
で
の
二
〇
一
三
年
の
議
論
が
き
っ
か
け
で
始
ま
り
二
〇
一
六
年
ま
で
に
完
了
し
た
も
の
で
あ

る
。
聴
き
取
り
で
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
こ
の
解
析
を
も
と
に
Ｂ
Ｗ
Ｒ
型
原
発
の
水
素
爆
発
の
防
止
対
策
の
妥

当
性
を
審
査
し
た
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
技
術
委
員
会
で
は
そ
の
後
も
検
証
は
続
き
、
二
〇
二
〇
年
十
月
二
十
六
日
に

新
潟
県
に
提
出
し
た
報
告
書
「
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
検
証
」
で
は
、
一
号
機
の
水
素
爆
発
に
つ
い
て
、

「
五
階
か
ら
の
爆
風
の
み
で
四
階
の
内
部
が
大
き
く
損
傷
す
る
と
は
考
え
に
く
い
」
「
起
点
は
五
階
よ
り
も
四
階
の
可

能
性
が
高
い
」
と
し
て
、
水
素
爆
発
が
起
き
た
位
置
に
つ
い
て
は
東
京
電
力
と
は
異
な
る
結
論
を
出
し
た
。
二
〇
二
〇

年
十
月
の
技
術
委
員
会
の
結
論
を
政
府
は
認
識
し
て
い
る
か
。 

 
 

イ 

水
素
爆
発
が
起
き
た
位
置
を
原
子
力
規
制
委
員
会
が
認
識
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
水
素
爆
発
を
回
避
す
る
上
で
重

要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

 

３ 

ど
の
よ
う
に
水
素
爆
発
が
起
き
た
の
か
を
、
東
京
電
力
は
一
号
機
で
は
検
証
し
た
の
に
、
三
、
四
号
機
で
は
行
っ
て
い

な
い
の
は
な
ぜ
か
、
政
府
の
知
る
と
こ
ろ
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

４ 

東
京
電
力
に
よ
る
「
一
号
機
原
子
炉
建
屋
で
発
生
し
た
水
素
爆
発
の
解
析
」
は
、
最
後
の
「
ま
と
め
」
の
後
に
、
柏
崎

刈
羽
原
発
の
水
素
爆
発
対
策
の
提
案
を
行
っ
て
い
る
。
第
三
者
が
見
れ
ば
、
再
稼
働
を
行
い
た
い
事
業
者
が
、
再
稼
働
を



 

４ 

 

し
や
す
い
対
策
で
済
む
よ
う
な
解
析
結
果
を
出
し
た
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
政
府

の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

５ 

政
府
と
し
て
独
自
に
、
一
、
三
、
四
号
機
で
な
ぜ
、
ど
こ
で
水
素
爆
発
が
起
き
た
の
か
を
早
急
に
検
証
す
べ
き
で
は
な

い
か
。 

三 

水
素
爆
発
の
検
証
結
果
に
基
づ
く
新
規
制
基
準
へ
の
反
映 

 

１ 

原
子
炉
等
規
制
法
に
基
づ
く
「
実
用
発
電
用
原
子
炉
及
び
そ
の
付
属
施
設
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
の
基
準
に
関
す
る

規
則
」
、
い
わ
ゆ
る
新
規
制
基
準
で
は
、
「
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
」

（
第
五
十
二
条
）
と
「
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
建
屋
等
の
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
」
（
第
五
十
三
条
）
で
、
水

素
爆
発
対
策
を
定
め
て
い
る
。 

 
 

ア 

同
規
則
は
幾
度
も
の
改
正
を
経
て
い
る
が
、
現
在
の
第
五
十
二
条
及
び
第
五
十
三
条
と
そ
の
解
釈
が
定
め
ら
れ
た
の

は
い
つ
か
、
年
月
日
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 
 

イ 

同
規
則
と
そ
の
解
釈
で
は
、
Ｂ
Ｗ
Ｒ
型
原
発
等
に
、
水
素
爆
発
対
策
の
た
め
の
装
置
設
置
を
義
務
づ
け
は
し
た
が
、

設
置
位
置
に
つ
い
て
の
義
務
付
け
は
な
い
。
し
か
し
、
前
述
の
技
術
委
員
会
の
報
告
書
「
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事



 

５ 

 

故
の
検
証
」
を
鑑
み
れ
ば
、
水
素
爆
発
の
回
避
に
は
、
水
素
爆
発
対
策
の
た
め
の
装
置
は
単
に
設
置
す
れ
ば
い
い
の
で

は
な
く
、
規
則
の
名
称
に
も
あ
る
と
お
り
、
設
置
「
位
置
」
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
政
府
は
水
素
爆
発
対
策
の
た
め

の
装
置
の
設
置
位
置
に
つ
い
て
軽
視
し
て
い
る
の
か
、
重
視
し
て
い
る
の
か
、
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

２ 

原
子
力
規
制
委
員
会
の
「
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
事
故
の
分
析
に
係
る
検
討
会
」
は
、
二
〇
二

一
年
三
月
五
日
に
「
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
調
査
・
分
析
に
係
る
中
間
取
り
ま
と
め
～
二
〇
一
九
年

九
月
か
ら
二
〇
二
一
年
三
月
ま
で
の
検
討
～
」
（
以
後
、
中
間
取
り
ま
と
め
）
を
取
り
ま
と
め
、
原
子
力
規
制
委
員
会
は

そ
れ
を
二
〇
二
一
年
三
月
十
日
に
了
承
し
た
。 

 
 

 

聴
き
取
り
の
中
で
、
水
素
爆
発
対
策
で
あ
る
水
素
濃
度
制
御
設
備
や
水
素
排
出
設
備
の
設
置
位
置
な
ど
に
関
す
る
調

査
・
分
析
を
踏
ま
え
、
「
適
合
性
審
査
で
部
分
的
に
や
り
な
お
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
認
識
が
あ
る
か
ど
う
か
」

を
問
わ
れ
、
原
子
力
規
制
庁
は
、
「
現
在
は
規
制
の
上
乗
せ
の
必
要
性
の
有
無
に
つ
い
て
結
論
を
出
し
て
い
な
い
。
検
討

中
で
あ
る
」
旨
を
回
答
し
た
。 

 
 
 

検
討
の
結
果
、
規
制
を
上
乗
せ
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
理
解
で
間
違
い
は
な
い
か
。 

 

３ 

聴
き
取
り
で
、
一
、
三
、
四
号
機
で
爆
発
が
起
き
た
原
因
が
、
水
素
以
外
の
可
燃
性
ガ
ス
で
あ
る
可
能
性
に
つ
い
て



 

６ 

 

も
、
「
中
間
取
り
ま
と
め
で
そ
の
可
能
性
は
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
調
査
中
」
で
あ
る
旨
を
原
子
力
規
制
庁
は
回
答

し
た
が
、
調
査
は
い
つ
ま
で
に
進
め
る
つ
も
り
か
。 

 

右
質
問
す
る
。 


